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成立) を用いて行ない, 両者の関係を明らかにせんと試みた｡ ウイルスの出発材料としては(1)白血病好発
系のSLマウスに自然発生した白血病の組織の無細胞滅液を白血病嫌発系のSマウスに接種し, 惹起せし
めた白血病の細胞を培養し, 培養中に細胞より放出されたウイルスを含む培養上澄液, および(2)白血病嫌







SC-1 細胞 (ウイルスによる白血病の培養細胞) を抗 SC-1 ウイルス血清で染色すると, 細胞膜の一部
がウィルスの産生部位と一致して染色された｡ ついで SC-1細胞を抗 SX (これはⅩ線による白血病の培




次にこの二つの細胞の移植抗原の共通性を調べるため同系のマウス (S)を各培養細胞で感 作 し, 次い
で生細胞接種を行ない, マウスが腫癌を形成し柴死するかどうかを観察した｡
SC-1細胞は SC-1細胞および SX細胞で感作されたマウスに鷹揚を作ることができなかった｡ SX細





通部の存在することを示しているものと思われる｡ 以上のことからマウスの白血病においては ウ イル ス
が, 統一的, 一元的な役割を演じていることが, 強く支持されるものと思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マウス亡=血病実験で化学発癌剤, 放射線, ホルモンおよびウィルス接種が陽性結果をきたすことが知ら
れているがこれら相互関係についての知見は深 くない｡ 六反閏は白血病好発系 SL マウスウィルスを細胞
外- 産生する培養 SC-1細胞とⅩ線照射によって起こした白血病細胞 (培養SX 細胞) をウィルス学なら
びに免疫学的な比較検討を行なった｡
第一に SX 細胞の表面から SL 白血病ウィルスと全く同株の形態学的特徴を持つウイルス粒子の産生
を認めた｡
第二にウィルスを濃度勾配遠心法で比較すると両者はほぼ同一の比重を持ち, またともに R N A 型のウ
イルスである｡
第三に蛍光抗体法によって細胞表面のウイルス産生部位の反応を観察すると, 両ウィルス集団は明瞭な
交叉反応を示した｡
第四に両白血病細胞には弱いながら共通移植抗原の存在が証明された｡
以上の結果は同系マウスにウィルスおよびX線で白血病を起こした場合にともに白血病細胞はウィルス
を産生し, しかもそのウィルスはウィルス学的ならびに免疫学的にきわめて類似した性質を持つことを明
らかにした｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定す る ｡
